
概要

coreUSB-DR は多チャンネルハードウエアプ
ラットフォーム labCORE のハードウエア拡張
モジュールです。coreUSB-DR を搭載した
labCORE はスマートフォン等の外部 USB 
オーディオホストと接続するヘッドセット等の
USB オーディオデバイスをシミュレートし、音響
インターフェイスなしで測定を行うことができます。

coreUSB-DR は labCORE フロント面の
USB Type-C コネクターの能力を拡張する内
部ハードウエアモジュールです。任意のテスト
ケースの為の様々なコンフィグレーションのオプ
ションをサポートします。
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解説

labCORE はデフォルトでは USB を介して
直接接続するオーディオデバイス（例として
ヘッドセット、ヘッドホン、スピーカー等）の為
の USB ホストの役割を果たします。これらの
デバイスの測定は ACQUA と HEAD 
acousitcs の品質標準規格（例として
HQS-ANC-Headset）で行われます。
追加で、オプションハードウエア拡張モジュー
ル coreUSB-DR を用いるとことにより、
labCORE はスマートフォン、タブレット、PC
（カンファレンスソフトウエア搭載）等、USB
接続する音声・オーディオホスト、レファレンス
デバイスとしての役割を果たします。これにより、
音響インターフェイスなしで 3GPP TS 
26.131-32 のリリース 17.1 に準拠し、
ACQUA で USB ホストの純粋な電気測定
を行うことができます。音響的な再生がない
ことで、ダミーヘッドや無響室のような音響環
境が不要です。
coreUSB-DR 搭載の labCORE と
ACQUA がニーズに応じた最適な USB ホ
ストの為のテストシナリオの構築を可能にしま
す。coreUSB-DR は以下のセッティングと機
能をサポートします。

・USB オーディオデバイス

・USB Audio Class (UAC) 1 & 2 で
USB フルスピード（12 Mbit/s）

・サンプルレート 8 kHz ～ 96 kHz

・1 方向につき 1 または 2 チャンネル

・16 / 24 / 32 bit

・製品 ID とベンダー ID をマニュアルで設定
可能です。

設定は接続方法の技術スペックの範囲内で
必要に応じ選択可能です。1
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coreUSB-DR
(Code 7705)

labCORE I/O モジュール
USB デバイス レファレンス

一般要件

ハードウエア

・labCORE (Code 7700)、音声とオー
ディオ品質テストの為の ACQUAlab
モジュール式多チャンネルハードウエアプラッ
トフォーム

ソフトウエア

・ACQUA (Code 6810 他）
高度通信分析システム

納品アイテム

・coreUSB-DR (Code 7705)
labCORE I/O モジュール、USBデバイス
レファレンス

- labCORE と同時納入の場合は工場出
荷時に coreUSB-DR を labCORE に
搭載した状態で出荷します。

- 後付けの場合は labCORE を返送頂き
弊社にて装着致します。

主なフィーチャー

アプリケーション

・labCOREの為のハードウエア拡張モ
ジュール

・USB ホストのテストの為に音響的再生
を必要とせず labCORE に USB オー
ディオデバイスとしての役割を付加。

・ニーズに応じたテストケースを実行する
為の様々なコンフィグレーションのオプ
ションとプロファイル

・DUT の為の必要な接続設定を実行。

・USB ホストの電気測定の実行

- スマートフォン

- タブレット

- PC（カンファレンスソフトウエア搭載）



このテストシナリオは coreUSB-DR を用いたス
マートフォン測定の例です。ヘッドセットをシミュレー
ションする labCORE が電話機に USB 接続され
ます。無線テスターは DUT が接続するローカルモ
バイルネットワークをシミュレーションします。
labCORE はテストの為に DUT とのあいだで信
号の送受信を行います。

ACQUA は信号の生成、受信、分析をする中心
的なソフトウエアツールとしての機能を果たします。

このアプリケーションで coreUSB-DR を利用する
際、音響的な測定はない為、ダミーヘッドや測定
室等の音響インターフェイスは必要ありません。
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テストシステム例 1 : coreUSB-DR を用いたスマートフォンの測定

テストシステム例 2 : coreUSB-DR を用いたカンファレンスソフトウエアの測定

このテストシナリオは coreUSB-DR を
搭載した クライアント PC 上で起動する
カンファレンスソフトウエアの測定の例です。
DUTクライアントに接続するヘッドセットを
シミュレーションする labCORE が PC に
USB 接続されます。２ 台目の PC はカ
ンファレンスソフトウエアの為のレファレンス
クライアントとして機能します。この PC は
オーディオインターフェイス DSB IV を介
して labCORE に接続します。2 台の
PC はルーターを介してインターネットに接
続されます。

ACQUA は信号の生成、受信、分析を
する中心的なソフトウエアツールとしての
機能を果たします。

このアプリケーションで coreUSB-DR を
利用する際、音響的な測定はない為、
ダミーヘッドや測定室等の音響インター
フェイスは必要ありません。

‘1) 技術的に、チャンネル数、ビット数、サンプルレートによる帯域全体は
USB フルスピード帯域 12 Mbit/S を超えることはできません。


